
あ
る
本

　

十
年
以
上
前
に
購
入
し
た
、
藤

原
正
彦
さ
ん
の
著
書『
国
家
の
品
格
』

を
改
め
て
読
み
返
し
て
み
た
。
先
生

は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
三
年
間
教

鞭
を
と
ら
れ
ま
し
た
。「
論
理
」と「
合

理
」
が
優
先
す
る
ア
メ
リ
カ
社
会
と

「
情
緒
と
形
」
を
大
事
に
す
る
日
本

と
の
違
い
を
指
摘
し
「
論
理
と
合
理

性
」
の
中
に
含
む
危
う
さ
と
市
場

原
理
に
任
せ
た
経
済
の
放
漫
さ
に

警
告
を
発
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
日
本
も
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

や
実
力
主
義
な
る
も
の
が
蔓
延
し

「
情
緒
や
形
」
が
失
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
な
か
先
生
は
国
に
つ
い
て

「
情
緒
と
形
」
が
い
か
に
大
事
な
事

か
解
説
し
て
い
ま
す
。

　
《
日
本
と
い
う
国
柄
を
取
り
戻
す

に
は
日
本
人
が
古
来
か
ら
持
つ
情

緒
、
あ
る
い
は
伝
統
に
由
来
す
る

「
形
」
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
。
人

と
し
て
論
理
の
出
発
点
を
正
し
く

選
ぶ
た
め
に
必
要
な
も
の
、
そ
れ

が
「
情
緒
と
形
」
で
あ
る
。》

　

日
本
人
は
自
然
に
対
す
る
感
受

性
・
弱
者
に
対
す
る
無
常
観
・
懐

か
し
さ
と
い
う
濃
厚
な
情
緒
（
家

族
愛　

郷
土
愛　

祖
国
愛
）
自
然

に
対
す
る
畏
怖
心
や
跪
く
心
な
ど

情
緒
を
養
う
感
性
を
持
っ
て
い
る
。

　

公
民
館
は
地
域
の
人
が
集
ま
る

所
で
す
。
心
の
垣
根
を
取
っ
払
っ

て
絆
を
深
め
た
い
で
す
ね
。

町
内
公
民
館
長
会
会
長
あ
い
さ
つ

公
民
館
長
あ
い
さ
つ

町
会
連
合
会
長
あ
い
さ
つ

　

会
長
職
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
梶
山
で
す
。
未
熟

者
で
す
が
誠
実
努
力
を

モ
ッ
ト
ー
に
お
勤
め
し
ま

す
。
本
年
度
は
15
町
会
長

の
う
ち
7
名
が
新
し
く
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

庄
内
地
区
は
15
町
会
で

構
成
さ
れ
、
5
，2
8
8

世
帯
、
約
1
万
5
千
人
の

方
々
が
お
住
ま
い
で
す
。

高
齢
化
率
は
22
％
と
市
平

均
27
％
よ
り
は
若
い
方
の

多
い
地
区
で
す
。
町
会
毎

の
バ
ラ
ツ
キ
も
大
き
く

43
％
と
い
う
町
会
も
あ
り

ま
す
。
従
い
ま
し
て
地
区

行
事
で
も
高
齢
者
か
ら
子

ど
も
達
ま
で
目
配
り
気
配

り
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

本
年

度
、
庄

内
地
区

町
内
公

民
館
長

会
長
を

務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
筑

摩
町
会
の
岩
岡
悦
子
で
す
。

　

町
会
に
入
り
ま
だ
四
年
で
す
の

で
地
区
の
全
て
を
知
ら
ず
、
会
長

に
選
出
さ
れ
困
惑
し
て
お
り
ま
す

が
皆
様
か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
活
動
し
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
内
公
民
館
は
「
町
内
の
活
性

化
機
能
」
と
い
う
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

ん
が
垣
根
を
こ
え
、
気
軽
に
付
き

合
え
る
様
な
環
境
づ
く
り
の
仕
掛

人
と
言
っ
て
良
い
か
と
思
い
ま
す
。

町
会
長
さ
ん
と
は
違
い
行
政
の
括

り
を
受
け
な
い
た
め
、
自
分
で
思

い
付
い
た
こ
と
を
自
分
が
実
行
に

移
せ
る
と
い
う
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　

公
民
館
活
動
を
通
し
円
滑
な
人

間
関
係
を
育
み　

助
け
合
い　

支

え
合
い
が
自
然
に
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
に
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
会
や
公
民
館
・
福
祉
ひ
ろ
ば

に
気
楽
に
来
て
い
た
だ
け
る
様
、

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

４
月

か
ら
庄

内
地
区

公
民
館

長
と
し

て
お
世

話
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
３
月
ま
で
三
才

町
会
長
・
社
会
福
祉
協
議
会
庄
内

支
会
支
会
長
と
し
て
地
区
の
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
庄
内
地
区
公
民
館
開
館

10
年
を
超
え
、
複
合
施
設
の
中
に

あ
り
、
利
便
性
の
良
い
立
地
条
件

で
市
民
の
貸
館
利
用
が
市
内
の
公

民
館
で
大
変
多
い
施
設
と
な
り
ま

し
た
。

　

地
区
公
民
館
の
本
来
の
位
置
づ

け
で
あ
る
地
域
の
社
会
教
育
の
核

と
し
て
の
役
割
を
再
認
識
し
て
、

地
域
の
皆
様
が
楽
し
く
集
い
、
笑

顔
で
学
習
出
来
る
よ
う
に
、
職
員

一
同
な
お
一
層
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
地
域
の
皆
様
温
か
い
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
度
か
ら
の
継
続
課
題

と
主
な
行
事
は
次
の
様
に
進
め
ま

す
。
一
歩
前
進
！

一
、
防
災
の
取
組
み
（
避
難
所
運

営
訓
練
の
実
施
。
筑
摩
小
2
回
目

並
柳
小
初
回
実
施
）

二
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
取
組
み

三
、地
域
を
担
う
人
材
の
発
掘（
地

域
づ
く
り
の
旗
振
り
役
、
小
中
学

校
と
の
連
携
）

四
、
地
域
の
絆
づ
く
り
活
動
の
推

進
（
ド
リ
ー
ム
庄
内
等
）

五
、
町
会
未
加
入
者
対
策
（
各
町

会
の
成
功
事
例
交
換
）

六
、
庄
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
で

は
実
践
テ
ー
マ
に
取
組
み
開
始
！

　

ま
た
連
合
会
運
営
に
当
た
り
ま

し
て
は
「
和
し
て
同
ぜ
ず
」
議
論

を
尽
く
し
、
最
終
的
に
結
論
が
出

た
ら
一
致
団
結
で
事
を
進
め
ま

す
。
福
祉
関
係
に
あ
っ
て
は
困
っ

て
い
る
時
は
お
互
い
様
、「
人
皆

人
に
忍
び
ざ
る
の
心
あ
り
」
の
精

神
で
取
組
み
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
協
力
と
叱
咤
激
励

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

庄内地区の新しい顔ぶれ決まる

庄内地区町会連合会長
梶山 三男

庄内地区公民館長
筒井 文男

庄内地区町内公民館長会
会長 岩岡 悦子
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セ
ン
タ
ー
長
あ
い
さ
つ

　

こ
の

４
月
か

ら
「
庄

内
地
区

地
域
づ

く
り
セ

ン
タ
ー
」
セ
ン
タ
ー
長
に
着
任
し

ま
し
た
、
百
瀬
久
芳
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

着
任
後
２
か
月
ほ
ど
が
経
ち
、

よ
う
や
く
仕
事
に
も
慣
れ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
私
は
役
所
生
活
を

土
木
職
場
で
技
術
職
員
と
し
て
過

ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
度
、

地
域
づ
く
り
、
公
民
館
業
務
へ
の

異
動
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
当
初

は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し

か
し
、
降
旗
前
セ
ン
タ
ー
長
は
以

前
か
ら
知
っ
て
お
り
、
気
さ
く
な

人
柄
で
今
も
気
軽
に
庄
内
地
区
の

こ
と
を
相
談
で
き
ま
す
。
筒
井
館

長
は
市
役
所
時
代
の
私
の
上
司
で

あ
り
、
よ
く
相
談
に
乗
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
繋
が

り
が
自
分
に
と
っ
て
の
不
安
材
料

を
解
消
し
て
く
れ
ま
し
た
。
改
め

て
人
と
人
の
繋
が
り
が
す
べ
て
を

前
向
き
に
導
い
て
く
れ
る
と
感
じ

ま
す
。

　

今
ま
で
は
人
と
人
の
繋
が
り
も

狭
い
世
界
で
の
業
務
で
し
た
が
、

庄
内
地
区
で
お
世
話
に
な
る
に
は

で
き
る
だ
け
早
く
自
分
を
知
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
会
議
・
イ
ベ
ン
ト

等
へ
、
可
能
な
限
り
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
も
前
セ
ン

タ
ー
長
の
意
志
を
継
承
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
に
感
じ
た
こ
と
は
、
庄

内
地
区
は
35
地
区
の
中
で
、
す
こ

ぶ
る
活
気
と
熱
意
が
あ
る
地
区
と

感
じ
ま
す
。
ま
ず
、
着
任
間
も
な

く
に
弘
法
山
古
墳
さ
く
ら
祭
り
を

経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

満
開
の
さ
く
ら
の
中
で
の
野
外
音

楽
祭
は
他
地
区
に
は
な
い
イ
ベ
ン

ト
と
改
め
て
感
動
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
予
定
し
て
い
る
事
業
・

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
存
知
の
と
お
り
、
松

本
市
は
『
健
康
寿
命
延
伸
都
市
・

松
本
の
創
造
』
を
掲
げ
、
６
つ
の

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
中
で
セ
ン
タ
ー
が
最
も

重
要
視
し
て
い
る
こ
と
は
「
地
域

の
健
康
」
で
す
。
様
々
な
地
域
の

課
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
セ

ン
タ
ー
で
は
課
題
解
決
に
皆
さ
ま

と
一
緒
に
向
き
合
い
、
出
来
る
限

り
の
支
援
を
行
う
場
で
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
同
様
公
民
館

は
地
域
の
皆
さ
ま
の
主
体
性
を
大

切
に
活
動
す
る
場
で
す
。
私
も
両

業
務
に
対
し
て
微
力
で
す
が
、
住

民
皆
さ
ま
か
ら
、
ご
指
導
い
た
だ

き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

松
本
市
立
筑

摩
小
学
校
は

今
年
度
創
立

1
0
0
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
、「
子
ど
も
達
の
豊
な

心
を
育
み
、
大
き
な
夢
を
描
け
る

学
校
」
の
た
め
に
事
業
を
進
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

体
育
館
大
型
電
動
ス
ク
リ
ー
ン

の
新
設
、
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
の
改

修
、
か
え
で
の
木
植
樹
、
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
事
業
、
航
空
写
真
撮
影

は
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

６
月
23
日
の
記
念
式
典
及
び
音

楽
会
（
芸
術
館
で
実
施
）、
同
29

日
に
卒
業
生
で
あ
り
現
在
信
州
ブ

レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
で
ご
活
躍

の
武
井
選
手
と
の
交
流
会
、
記
念

誌
発
行
、
記
念
品
作
成
の
準
備
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

大
正
７
年
の
設
立
以
来
、
子
ど

も
達
を
優
し
く
見
守
り
共
に
育
て

て
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
の
皆
様

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も

筑
摩
小
学
校
の
子
ど
も
達
の
成
長

に
是
非
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

実
行
委
員
長　

降
籏
一
路

筑
摩
小
学
校

創
立
１
０
０
周
年

館
報
編
集
委
員
を
募
集
！

　

地
域
の
様
々
な
話
題
や
問
題
な
ど
を
地

域
の
方
々
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
関
心

の
あ
る
方
は
公
民
館
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
町
会
長

◎
梶
山
　
三
男
（
南
新
町
一
丁
目
）

○
浅
輪
　
正
司
（
南
新
町
二
丁
目
）

　
藤
本
　
浩
一
（
逢
初
町
）

　
上
田
　
秀
一
（
新
家
町
）　

　
小
松
　
恵
三
（
庄
内
町
）

　
上
松
　
賢
司
（
豊
田
町
）

　
上
條
　
　
豊
（
出
川
町
第
一
）

　
宮
澤
　
一
雄
（
出
川
町
）

　
横
山
　
幸
信
（
並
柳
）

　
青
木
　
健
太
（
並
柳
団
地
）

　
鳥
羽
　
弘
純
（
神
田
）

　
堀
江
　
正
章
（
三
才
）

○
横
内
　
和
弘
（
筑
摩
）

　
山
﨑
　
　
薫
（
筑
摩
東
）

　
横
内
　
裕
治
（
中
林
）

◆
公
民
館
の

　 

明
日
を
語
る
会

　（
公
民
館
運
営
委
員
）

◎
梶
山
　
三
男

　
岩
岡
　
悦
子

　
木
村
　
成
雄

　
久
高
　
　
誠

　
中
嶋
　
順
子

　
杉
田
　
祐
香

　
西
口
恵
利
子

　
百
瀬
　
雅
仁

　
茂
住
　
光
延

　
大
嶋
　
健
資

　
横
山
　
正
志

◆
文
化
委
員

◎
木
村
　
成
雄

　
小
澤
　
　
勝

　
小
泉
紀
代
子

　
竹
ノ
内
み
つ
子

　
宮
林
　
孝
子

　
森
㟢
　
　
靖

　
吉
田
　
昌
照

◆
図
書
・
視
聴
覚
委
員

◎
杉
田
　
祐
香

　
小
林
　
　
孝

　
小
林
　
幸
代

　
西
口
恵
利
子

　
池
野
　
理
恵

　
本
南
　
静
代

　
降
旗
　
敦
子

◆
子
育
て
委
員

◎
中
嶋
　
順
子

　
西
口
恵
利
子

　
小
林
　
幸
代

　
赤
羽
　
蔦
子

　
上
條
　
里
子

　
久
保
由
美
子

　
塩
野
﨑
和
子

　
上
田
　
敦
子

　
草
間
み
ち
よ

　
本
南
　
静
代

　
田
島
　
伊
織

　
池
上
　
佳
代

　
降
旗
　
敦
子

　
伊
藤
　
恵
子

◆
館
報
編
集
委
員

◎
久
高
　
　
誠

　
木
村
　
成
雄

　
久
保
由
美
子

　
堀
江
　
泰
夫

　
大
野
田
彰
孝

　
齋
藤
い
づ
ほ

　
茂
住
　
光
延

　
西
口
　
賢
一

　【
全
市
版
委
員
】

◆
町
内
公
民
館
長

　
大
野
　
和
朋
（
南
新
町
一
丁
目
）

　
太
田
　
　
恵
（
南
新
町
二
丁
目
）

○
久
高
　
　
誠
（
逢
初
町
）

　
大
野
田
彰
孝
（
新
家
町
）

　
中
村
　
　
享
（
庄
内
町
）

　
宮
内
　
聰
光
（
豊
田
町
）

　
中
田
　
裕
基
（
出
川
町
第
一
）

　
百
瀬
　
康
一
（
出
川
町
）

　
塩
野
崎
正
敏
（
並
柳
）

　
古
畑
真
由
美
（
並
柳
団
地
）

　
高
根
　
澄
男
（
神
田
）

○
堀
江
　
泰
夫
（
三
才
）

◎
岩
岡
　
悦
子
（
筑
摩
）

　
柴
田
八
重
子
（
筑
摩
東
）

　
和
賀
　
　
修
（
中
林
）

新
任
の
学
校
長
、保
育
園
長
、消
防
署
長

並
柳
小
学
校
　
幾
嶋
肇 

校
長

神
田
保
育
園
　
百
瀬
順
子 

園
長

並
柳
保
育
園
　
窪
田
郁
子 

園
長

丸
の
内
消
防
署
庄
内
出
張
所
　
降
幡
明
生 

所
長

平
成
三
十
年
度
庄
内
地
区
　
町
会
長 

町
内
公
民
館
長

庄
内
地
区
公
民
館
委
員
（
◎
委
員
長
）

（
◎
会
長  

○
副
会
長
）

（
◎
連
合
会
長  

○
副
会
長
）

庄内地区地域づくりセンター
センター長 百瀬 久芳
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